
 

 

 

 



 

 

はじめに 

 庄内地域では、強風対策や防火対策としてメリットがあること、海が近くても錆の

心配をしなくてよいことなどから、多くの住宅で瓦が利用されています。 

 この使用済みの瓦を処分する場合には、安定型最終処分場や管理型最終処分場で行

う必要がありますが、庄内地域には安定型最終処分場がなく、最も近い安定型最終処

分場までの距離は約 70km となっており、輸送費がかさみ、不法投棄や不適正処理に

つながる要因にもなります。 

県では、「県民協働で低炭素社会に貢献するごみゼロやまがたの実現」を目標とし

ています。このため、使用済み瓦についても、発生場所である県内、特に庄内地域に

おいて、適正に利用される資源循環システムを確立することを目標とて取り組みを進

めてきました。 

これまで、県では、庄内地域で適用可能と思われるリサイクル用途やリサイクルす

る際の留意点をとりまとめた「瓦リサイクル推進の手引き」を平成 29 年６月に策定

するとともに、県のホームページに「瓦リサイクル情報サイト」を開設し、使用済み

の瓦を利用した施工事例などを紹介するなど、リサイクルを推進するための情報発信

を行ってきました。これを踏まえ、令和２年８月に、「瓦リサイクル情報サイト」に

おいて紹介している施工事例を「山形県瓦リサイクル事例集（初版）」としてとりま

とめ、加えて、令和４年２月には、建築資材をはじめ新たな施工事例とともに使用済

み瓦の特長やリサイクル上の留意点を追録し、第２版を作成しました。 

この度、現行の第２版に堤防道路の舗装工事、草木塔周辺の被覆材、旅館等の外壁・

内壁等の施工例を追録し、改訂版としての第３版を上梓いたしました。 

つきましては、建設業の皆様はもちろん、建設業以外の事業者や県民の皆様におか

れましても、これらの事例集を参考にして、多くの使用済み瓦が適正に再生利用され、

地域内でのリサイクルの推進につながれば幸いです。なお、施工事例の作成に御協力

いただいた事業者や県民の皆様には、この場を借りてお礼申し上げます。 
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使用済み瓦を原材料としたリサイクル製品の特長と 

その特長を活かした利用用途をまとめました 

さらに使用済み瓦をリサイクルする際の品質管理や 

法令上の主な留意点をまとめました 

特長や留意点の詳細は、「瓦リサイクル推進の手引き（平成 29 年６月）」にも記載

しておりますので、あわせて参照してください 
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 使用済み瓦のリサイクル製品には、「透水性が高い」、「温かみのある色調」、「保水

性が高い」、「粒子間摩擦力が大きい」、「防草効果」、「デザイン性が高い」など、さま

ざまな特長があります。 

 これらの特長を活かして、被覆材、保護材、疎水材、舗装材、骨材、建築資材など

として利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・瓦破砕物は砂と比較して低密度で軽い特長があります 

・粘土質を含む一般的な土壌と比較して含水比が比較的低く、水の

透過性が高いため、透水性舗装や暗渠材に利用できます 

透水性が高い 

・釉薬（うわぐすり）部分と、素焼き部分の２つの色が混在します 

・素焼き部分は赤褐色で、温かみのある色調となります 

・粒径が細かくなるとほぼ素焼きの色になります 

・施工箇所が周囲と区別しやすくなります 

温かみのある色調～外観に特長あり～ 

使用済み瓦リサイクル製品の特長 

・大きめの瓦破砕物を厚め（10cm 以上が効果があるとされます）に

敷くことで草が生えにくくなり、生えても抜きやすくなります 

防草効果 
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粒子がずれにくく、液状化防止に

効果があり、排水官下水等の埋設

管の保護材に利用できます 

小さな孔がたくさんあるため、砂と比べて保水力が高くなります 

・ぬかるみにくくなります 

・水たまりができにくく、蚊が発生しにくくなります 

・保持する水分が蒸発し、気温が上がりにくくなります 

（打ち水効果により路面温度の上昇を抑えます） 

保水性が高い 

特長を活かした用途例 

液状化の実験の写真  

「シャモット」は瓦を破砕したもの 

出典：「あいち産業科学技術総合センター報道資料」（平成 25 年） 

粒子間摩擦力が大きい 

・赤褐色の色合いを活かすことでデザイン性が高まります 

・瓦破砕物を原材料として建物の外壁や内壁に利用でき、落ち着き

と安らぎの空間を演出します 

デザイン性が高い 
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使用済み瓦をリサイクルする際には、品質管理や法令上の留意点があります。以下

に主なポイントをまとめました。 

これらの詳細は、「瓦リサイクル推進の手引き（平成 29 年６月）」にまとめてあり

ますので、あわせて参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用済み瓦のリサイクル上の留意点 

・使用済みの瓦は、排出時点では、そのままの状態では使用でき

ない不要な物（＝廃棄物）であることから、廃棄物処理法に基

づく保管や処理の基準が適用されます 

・使用済み瓦をリサイクルして利用するためには、不要で価値の

ない状態から、一般に取引される価値のある物（＝有価物）に

変える必要があります 

・他人の廃棄物を扱う場合は、廃棄物処理業の許可が必要です。

建設工事で発生する廃棄物である使用済み瓦を下請業者が扱う

場合は許可が必要です 

※自らの廃棄物を処理する場合は、許可は不要です 

・木くずやタイル、瓦を葺く際に使用する釘や銅線などの異物を

取り除きましょう 

・他県の検査では、一部の瓦から粘土に由来する一般の土壌にも

含まれるほう素や釉薬に使用されていた鉛やふっ素が検出され

ている事例があります。使用済み瓦のリサイクル製品を販売す

る際は、品質管理として、鉛、ふっ素及びほう素の溶出試験（土

壌環境基準への適合試験）を定期的に行うことによる安全確認

を行いましょう 

※平成 28 年度に県が行った庄内地域の瓦破砕物の検査では、

問題がないことが確認されています 

・用途に応じた品質管理（粒度調整等）を行いましょう 

法令上の注意点 

品質管理 
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瓦の特徴である、通水性（水はけの良さ）、防草効果、 

景観の良さを生かした施工事例です 

瓦の持つ温かみのある色調は、被覆材として 

明るいイメージを演出します 
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瓦コンクリート舗装は、すべりにくく 

夏場の路面温度がアスファルト舗装より低くなります 

瓦による自然でやさしい色合いは 

周囲の景観にマッチします 
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管の保護材（クッション砂）、排水機能向上の 

施工事例です 
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分類 番号 3-（1） 

件名 

瓦の使用量 28? 瓦破砕物の性状 

施工内容 

写真 

施工場所 酒田市 施工業者 
菅睦建設㈱ 

（0235-33-3365） 

  施工の解説、セールスポイントなど

 

給排水機能の向上を図る目的で、破砕瓦をＢ＝１５０ｍｍ、Ｈ＝３５０～６５０ｍｍの断面 

で施工。 （ポリ管φ５０～φ７５の被覆材として使用）

瓦リサイクル施工事例 

 

 

 ・施工は、トレンチャー（溝を掘る機械）で掘った溝に重機で瓦を入れ人力でならした。

 
・施工性は、従来から利用されている真奈子（５～10mm の豆砂利）とほぼ変わらない。 

 

     水田畑地化基盤強化対策事業（地下かんがい工）

5-25mm

 

 

まなご
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分類 番号 3-（2） 

件名 

瓦の使用量 69? 瓦破砕物の性状 

施工内容

写真 

施工場所 酒田市 施工業者
林建設工業㈱ 

(0234-23-3322) 

  施工の解説、セールスポイントなど

排水機能向上を目的として瓦砕石(5-25mm)を幅 50～70cm、厚さ 35～100cm の断面に 

てﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(有効管 φ100)の被覆材として施工。 

瓦リサイクル施工事例 

 

 

 ・従来から利用している排水材(クラッシャーラン C-25)と同等に施工することができました。 

 
 ・従来の材料(クラッシャーラン C-25)と比べ経済的で、施工費の削減に寄与することができ 

 ました。 

暗渠排水管の被覆材 

5mm-25mm

３.被覆材材（疎水性）
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分類 番号 3-(3) 

件名 

瓦の使用量 ２m 3  （計２箇所施工） 瓦破砕物の性状 

施工内容 

写真 

施工業者 

資材提供者 
（砂利ネット）

前田工繊㈱ 
（022-726-6670） 

  施工の解説、セールスポイントなど 

路面の雨水排水のため横断方向に溝を掘り、破砕瓦を入れた砂利ネットを敷設した。 

瓦リサイクル施工事例 

 

・幅５００ｍｍ、深さ２００ｍｍの溝を道路斜めに掘削し、破砕瓦（※）を入れた砂利ネットを１２個並べ 

た。 

 

・その上にネットを保護と排水性を保つ目的から破砕瓦を５０ｍｍ厚で覆った。 

 

・また、洗掘防止のため吐口下部に砂利ネットを複数個設置した。 

 

 ※なお横断溝は２箇所設置し、それぞれ１０－２５ｍｍと２５－４０ｍｍの粒径の破砕瓦を用いた。 

路面横断排水工 

１０－２５ｍｍ
２５－４０ｍｍ

3.疎水材 

 

施工場所 遊佐町 

㈲青木建材 
（0235-35-8275）
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内壁や外壁への利用でデザイン性が高まり、 

落ち着きと安らぎの空間を演出します 
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山形県リサイクル製品認定・リサイクルシステム認証マーク 

使用済み瓦を利用した山形県リサイクル認定製品です 

（令和４年２月時点） 
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県が行った施工事例や試験結果を紹介します 

※「山形県 瓦リサイクル情報サイト」に、取組み事例の詳細を掲載しています。 

 山形 瓦リサイクル 検索 
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25.0

35.0

45.0

55.0

65.0

8:00 12:00 16:00 20:00

温
度

(
℃

)

時刻 （平成30年7月26日）

気温
瓦リサイクル舗装

アスファルト

１ 瓦リサイクル製品を使用した吹付塗装 

庄内総合支庁玄関前に、瓦リサイクル製品（瓦リサイクル砂と樹脂を混ぜたもの）

の吹付舗装を行いました（平成 29 年 8 月 5 日施工）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 瓦リサイクル製品を使ったモデル庭園 

広く瓦リサイクル製品をアピールするため、庄内総合支庁裏口の空きスペースを活

用して、瓦リサイクル製品（県リサイクル認定製品）を使った庭園を作成しました（令

和元年 10 月造園）。 

 日陰になりがちな区画が、瓦チップのオレンジ色で温かい雰囲気になりました。 

庄内総合支庁にお立ち寄りの際は、是非足を運んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

瓦リサイクル舗装の方が 

アスファルト舗装よりも 

最大 3.0℃低い！ 

瓦リサイクル舗装 

○ 表面温度の比較 
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３ 水田暗渠排水中の重金属等測定 

山形県水田農業試験場（現：水田農業研究所）に試験施工した、瓦チップを疎水材

として使用した水田暗渠について、暗渠排水中の重金属などの濃度を測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ＲＣ・瓦混合材の骨材試験 

瓦破砕物の骨材としての利用を想定し、RC（再生砕石）と瓦破砕物の混合材の物理・

力学特性を調査しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準値未満でした！ 

材料 ： RC-40 （80%） 瓦破砕物 （0-30, 20%） の混合物 

瓦リサイクル製品 

※細骨材と粗骨材の平均値 

「山形県リサイクル製品認定制度認定基準の瓦再生砕石」 

及び「山形県再生骨材使用基準」の 

物理的・力学的特性基準（下層路盤材）に適合！ 

注) 上記データは代表値であり、特性を保証するものではありません。 
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５ 瓦破砕物と砂利の比較 

庄内総合支庁の中庭に瓦リサイクル製品（瓦破砕物）の特長を検証するための花壇

を作り、検証を行いました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 表面温度の比較 
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瓦破砕物の方が 

砂利よりも 

最大 8.9℃低い！ 

○ 瓦破砕物と砂利の防草効果の比較 

瓦破砕物 

(粒径：10～25mm) 

瓦破砕物は 

雑草が生えにくく 

力を入れなくても 

抜くことができた！ 

※全て表層から厚さ 10cm で敷設、 

平成 30 年 7 月 10 日開始から 4 か月後 

○ 瓦砂を用いたトウモロコシ栽培試験 

瓦砂 80％ 

瓦砂 80％ 

瓦砂 20％ 

高さ
※

最大！ 

※地面から穂先までの高さ 

● 平均値 

〇  個値 

※残部は砂 

雑草 

（引き抜いた後） 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県 瓦リサイクル事例集 

令和５年４月 第３版 

発行 山形県庄内総合支庁環境課  

「山形県 瓦リサイクル情報サイト」では 

最新の施工事例を掲載しています 

 

ごみゼロやまがた県民運動キャラクター 

「ごみゼロくん」 

 

瓦もリサイクル 

できるんだゼロ！ 

みんなで利用しよう

ゼロ！！ 

 山形 瓦リサイクル 検索 


